
取扱説明書

このたびは日立インパクトレンチをお買い上げいただき，あり
がとうございました。
ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みになり，正しく安全に
お使いください。
お読みになった後は，いつでも見られる所に大切に保管してご
利用ください。

25 mm
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－１－

， ， の意味について

ご使用上の注意事項は「 警告」と「 注意」に区分していますが，それぞれ次の
意味を表します。また，「注」の意味も説明します。

： 誤った取扱いをしたときに，使用者が死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容のご注意。

： 誤った取扱いをしたときに，使用者が傷害を負う可能性が想定される
内容および物的損害のみの発生が想定される内容のご注意。

なお，「 注意」に記載した事項でも，状況によっては重大な結果に結び付く可能性
があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載しているので，必ず守ってく
ださい。

： 製品のすえ付け，操作，メンテナンスに関する重要なご注意。

注注意 警告 

警 告

注 意

注

ページ



作業場は, いつもきれいに保ってください。
ちらかった場所や作業台は，事故の原因になります。

作業場の周囲状況も考慮してください。
電動工具は，雨の中で使用したり，湿った，または，ぬれた場所で使用しな
いでください。
作業場は十分に明るくしてください。
可燃性の液体やガスのある所で使用しないでください。

感電に注意してください。
電動工具を使用中，身体を，アース（接地）されているものに接触させないよ
うにしてください。
（例えば，パイプ，暖房器具，電子レンジ，冷蔵庫などの外枠）

子供を近づけないでください。
作業者以外，電動工具やコードに触れさせないでください。
作業者以外，作業場へ近づけないでください。

使用しない場合は，きちんと保管してください。
乾燥した場所で，子供の手の届かない高い所または鍵のかかる所に保管して
ください。

無理して使用しないでください。
安全に能率よく作業するために，電動工具の能力に合った速さで作業してく
ださい。

作業に合った電動工具を使用してください。
小形の電動工具やアタッチメントは，大形の電動工具で行う作業には使用し
ないでください。
指定された用途以外に使用しないでください。

きちんとした服装で作業してください。
だぶだぶの衣服やネックレスなどの装身具は，回転部に巻き込まれる恐れが
あるので，着用しないでください。
屋外での作業の場合には，ゴム手袋と滑り止めの付いた履物の使用をお勧め
します。
長い髪は，帽子やヘアカバーなどでおおってください。

警 告
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電動工具の安全上のご注意
火災，感電，けがなどの事故を未然に防ぐために，次に述べる「安全上のご注意」
を必ず守ってください。
ご使用前に，この「安全上のご注意」すべてをよくお読みの上，指示に従って正し
く使用してください。
お読みになった後は，お使いになる方がいつでも見られる所に必ず保管してくだ
さい。



保護メガネを使用してください。
作業時は，保護メガネを使用してください。また，粉じんの多い作業では，
防じんマスクを併用してください。
防音保護具を着用してください。

騒音の大きい作業では，耳栓，イヤマフなどの防音保護具を着用してください。

コードを乱暴に扱わないでください。
コードを持って電動工具を運んだり，コードを引っ張ってコンセントから抜
かないでください。
コードを熱，油，角のとがった所に近づけないでください。
加工する物をしっかりと固定してください。

加工する物を固定するために，クランプや万力などを利用してください。
手で保持するより安全で，両手で電動工具を使用できます。
無理な姿勢で作業をしないでください。

常に足元をしっかりさせ，バランスを保つようにしてください。
電動工具は，注意深く手入れをしてください。

安全に能率よく作業していただくために，刃物類は常に手入れをし，よく切
れる状態を保ってください。
注油や付属品の交換は，取扱説明書に従ってください。
コードは定期的に点検し，損傷している場合は，お買い求めの販売店，また
は日立工機電動工具センターに修理を依頼してください。
継ぎ（延長）コードを使用する場合は，定期的に点検し，損傷している場合に
は交換してください。
握り部は，常に乾かしてきれいな状態を保ち，油やグリースが付かないよう
にしてください。
次の場合は，電動工具のスイッチを切り，さし込みプラグを電源から
抜いてください。
使用しない，または，修理する場合。
刃物，トイシ，ビットなどの付属品を交換する場合。
その他，危険が予想される場合。
調節キーやスパナなどは，必ず取りはずしてください。

電源を入れる前に，調節に用いたキーやスパナなどの工具類が取りはずして
あることを確認してください。
不意な始動は避けてください。

電源につないだ状態で，スイッチに指を掛けて運ばないでください。
さし込みプラグを電源にさし込む前に，スイッチが切れていることを確かめ
てください。
屋外使用に合った継ぎ（延長）コードを使用してください。

屋外で使用する場合，キャブタイヤコードまたはキャブタイヤケーブルの継
ぎ（延長）コードを使用してください。

－３－
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油断しないで十分注意して作業を行ってください。
電動工具を使用する場合は，取扱方法，作業のしかた，周りの状況など十分
注意して慎重に作業してください。
常識を働かせてください。
疲れているときは，使用しないでください。

損傷した部品がないか点検してください。
使用前に，保護カバーやその他の部品に損傷がないか十分点検し，正常に作
動するか，また，所定機能を発揮するか確認してください。
可動部分の位置調整および締付け状態，部品の破損，取付け状態，その他，
運転に影響を及ぼすすべての箇所に異常がないか確認してください。
損傷した保護カバー，その他の部品交換や修理は，取扱説明書の指示に従っ
てください。取扱説明書に指示されていない場合は，お買い求めの販売店，
または日立工機電動工具センターに修理を依頼してください。
スイッチが故障した場合は，お買い求めの販売店，または日立工機電動工具
センターに修理を依頼してください。
スイッチで始動および停止操作のできない電動工具は，使用しないでくださ
い。

指定の付属品やアタッチメントを使用してください。
この取扱説明書および弊社カタログに記載されている指定の付属品やアタッ
チメント以外のものを使用すると，事故やけがの原因になる恐れがあるので，
使用しないでください。

電動工具の修理は，専門店に依頼してください。
この製品は，該当する安全規格に適合しているので改造しないでください。
修理は，必ずお買い求めの販売店，または日立工機電動工具センターに依頼
してください。
修理の知識や技術のない方が修理すると，十分な性能を発揮しないだけでな
く，事故やけがの原因になります。

警 告
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使用電源は，銘板に表示してある電圧で使用してください。
表示を超える電圧で使用すると，回転が異常に速くなり，けがの原因にな
ります。

必ずアース（接地）してください。
故障や漏電などのとき，感電の恐れがあります。
（詳細は９ページの「１．アース（接地），漏電しゃ断器の確認」の項をご参
照ください。）

使用中は，サイドハンドルを付け，両手で本体を確実に保持してく
ださい。
確実に保持していないと，けがの原因になります。

使用中は，ソケットなどの回転部に手や顔などを近づけないでくだ
さい。
けがの原因になります。

使用中，機体の調子が悪かったり，異常音，異常振動がしたときは，
直ちにスイッチを切って使用を中止し，お買い求めの販売店，また
は日立工機電動工具センターに点検・修理を依頼してください。
そのまま使用していると，けがの原因になります。

誤って落としたり，ぶつけたときは，機体などに破損や亀裂，変形
がないことをよく点検してください。
破損や亀裂，変形があると，けがの原因になります。

継ぎ（延長）コードを使用するときは，アース線を備えた３心キャブ
タイヤケーブルを使用してください。
アース線のない２心コードですと，感電の原因になります。

－５－

警 告

インパクトレンチの使用上のご注意
先に電動工具として共通の注意事項を述べましたが，インパクトレンチとして，
さらに次に述べる注意事項を守ってください。
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－６－

工具類（ソケットなど）や付属品は，取扱説明書に従って確実に取付
けてください。
確実でないと，はずれたりし，けがの原因になります。

使用中は，軍手など巻き込まれる恐れがある手袋を着用しないでく
ださい。
回転部に巻き込まれ，けがの原因になります。

作業中は，ヘルメット，安全靴を着用してください。

高所作業のときは，下に人がいないことをよく確かめてください。
また，コードを引っ掛けたりしないでください。
材料や機体などを落としたときなど，事故の原因になります。

注 意

１

２

３

４

各部の名称

図　１

リング
ハンマーケース

ハンガ
ハウジング

キャップカバー
キャップゴム
ブラシキャップ

銘板

正逆スイッチ

ハンドルカバー

スイッチ引金

サイドハンドル六角ソケット

アース線

（ミドリ色"Eマーク"付）

コード

アースクリップ
さし込みプラグ コード

（200V用）

（100V用）



－７－

仕 様

①サイドハンドル（本体装着）････････１個
②六角ソケット３６mm（本体装着）･･････１個
（リング，ピンを含む）

③プラスチックケース････････････････１個

標準付属品

図　２

使 用 電 源 単相交流５０／６０Ｈｚ 共用　
電圧１００Ｖまたは２００Ｖ…（共用ではありません）

能 力 ボルトサイズ Ｍ２２，Ｍ２４（高力ボルト）
Ｍ２４，Ｍ２７（普通ボルト）

締 付 け ト ル ク
［締付け時間１０秒］

最大９８０Ｎ・ｍ｛１００ｋｇｆ・ｍ｝
Ｍ２４ Ｆ１０Ｔ
電圧１００Ｖ
継ぎコードなしの場合

角ドライブ寸法 ２５．４mm（ソケット取付部の四角の対辺寸法）
モ ー タ ー 単相直巻整流子モーター
全 負 荷 電 流 １４Ａ……１００Ｖ品 ７Ａ……２００Ｖ品
消 費 電 力 １３３０Ｗ
無 負 荷 回 転 数 １２００ｍｉｎ－1｛回／分｝
打 　 撃 　 数 １９００ｍｉｎ－1｛回／分｝
質 量 ９．０ｋｇ（コード，サイドハンドル，ソケットを除く）
コ ー ド アースクリップ付３心キャブタイヤケーブル５ｍ

振動３軸合成値※１ ５１．８ｍ／ｓ２　※２

（２００Ｖ品は生産を打切る場合があります。）
※１：振動３軸合成値（周波数補正振動加速度実効値の３軸合成値）については，

ＪＥＭＡ［一般社団法人日本電機工業会］
ウェブサイト：http://www.jema-net.or.jp/Japanese/pis/powertool.html
をご参照ください。

※２：振動３軸合成値は，ＥＮ６０７４５－２－２規格に基づき測定しています。

詳細は１４ページの図５参照



－８－

別 売 部 品 別売部品は生産を打ち
切る場合があります。

…………

図３－１

１．各種ソケット

本機には１個のソケットが標準付属品と
して付いておりますが，各種のボルトサイ
ズ用として表１のソケットを用意してあり
ます。
※印は標準付属品です。

Ｈ寸法表示箇所

Ｈ Ｓ

Ｌ

Ｌ１
Ｌ２

四角ドラ
イブ寸法
Ｓ（mm）

２５．４

品 名

六角
ソケット

※３６mm
４１mm

９５６０８０
８７３６３６

Ｍ２２
Ｍ２４

Ｍ２４
Ｍ２７

Ｍ２７
Ｍ３０

３６
４１

７２
６８
２１
２８
４０
３８

－
Ｗ１″

コード№
適用ボルト呼び径

ハイテン
ション

ＩＳＯ
（普通）

ＩＳＯ
（小形）

インチ
ネ　ジ

六角
二面巾
Ｈ（mm）

ソケット主要
寸法（mm）

Ｌ Ｌ１ Ｌ２

２．エクステンションバー……コード№８７３６３８

図３－２

狭い場所，通常のソケットではとどかな
い場所での締付け作業にご使用ください。

エクステンションバーを使用しますと，締付けトルクは普通のソケッ
トで締付けた場合より若干減少しますので締付け時間を少し長くして
ください。

注

〈表 １〉

３．アダプタ……コード№９７１４２９

図３－３

四角ドライブ寸法の違うソケットを使用
するとき，ご利用ください。

四角ドライブ寸法Ｓ（mm）
アンビル側
２５．４

ソケット側
１９



－９－

用 途
○構造物締結用などの各種ボルト・ナットの締付け，ゆるめ

１．アース（接地），漏電しゃ断器の確認………

ご使用にさきだち，本機が接続される電源に労働安全衛生規則や電気設備の
技術基準などに規定された感電防止用漏電しゃ断装置（以下，漏電しゃ断器と
言います）が設置されていることを確認してください。
また，本機は必ずアース（接地）をしてください。定格感度電流１５ｍＡ以下，
動作時間０．１秒以下の電流動作型の漏電しゃ断器が設置されている電源でお使
いになる場合でも，より安全のためにアースされるようおすすめします。
アースをするときは，下記図のアースクリップをお使いになると便利です。
２００Ｖ品は，コード先端のミドリ色“Ｅ”マークのついたリード線をアース
線に接続してください。
アースクリップ，アース線は，念のために異常のないことを確認してからご

使用ください。テスターや絶縁抵抗計などをお持ちでしたら，アースクリップ
と本機金属外枠との間の導通を確認してください。
地中に接地極（アース板，アース棒）を埋め，アース線を接続するなどの接地
工事は，電気工事士の資格が必要ですので，お近くの電気工事店にご相談くだ
さい。なお，アース線をガス管に取付けると爆発の恐れがありますので，絶対
にしないでください。

作業前に次の準備をすませてください。

作業前の準備

さし込みプラグ

アースクリップ

アース線
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導体公称断面積 最大長さ
１．２５ｍｍ２ １０ｍ
２ ｍｍ２ １５ｍ
３．５ ｍｍ２ ３０ｍ

２．継ぎ（延長）コード………

電源の位置がはなれていて継ぎコードが必要なときは，製品を最高の能率で
故障なくご使用いただくため，電流を流すのに十分な太さのものをできるだけ
短くしてご使用ください。
次の表は，使用できるコードの太さ（導体公称断面積）とその最大長さを示し
ます。

必ずアース（接地）できる接地用の１心をも
つ３心キャブタイヤケーブルをお使いくださ
い。
左の表は１００Ｖ品の場合であり，２００Ｖ品
の場合には最大長さはこの２倍が限度です。

継ぎ（延長）コードは，損傷のないものを使用してください。

警 告

　騒音防止規制について 
騒音に関しては，法令や各都道府県などの条例で定める規制があります。 
ご近所に迷惑をかけないよう，規制値以下でご使用になることが必要です。 
状況に応じ，しゃ音壁を設けて作業してください。  

３．作業環境の整備・確認………

作業をする場所が注意事項にかかげられているような適切な状態になってい
るかどうか確認してください。
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２．スイッチが切れていることを確かめる………

スイッチが入っているのを知らずにさし込みプラグを電源にさし込むと不意
に起動し思わぬ事故の原因になります。スイッチはスイッチ引金（図１参照）
を引くと入り，はなすと切れます。
スイッチ引金を引き，はなしたとき引金が戻ることを必ず確認してください。

３．サイドハンドルを取付ける………

サイドハンドルは握りの部分をゆるめる（右ねじ）と自由に回転します。
作業に合った使いやすい位置にセットし，握り部を確実に締付けて固定して

ください。

４．ボルトにあったソケットの選定………

ボルト，ナットのサイズにあったソケットをご使用ください。
サイズの異なったソケットを使用しますと適正な締付けトルクが得られない

だけでなくソケットやナットを損傷いたします。
ソケットの六角穴や四角穴が摩耗すると，ソケットとアンビルとのガタが大

きくなり，締付けトルクが減少します。ソケットの摩耗具合をみて新しいもの
と交換しご使用ください。
本機にはＭ２２高力ボルト用ソケットがついています。他のボルトを締付け
る場合は５項の図４－２を参照し，まずリングをはずしソケットからピンを抜
き出します。次にソケットをアンビルからはずし５項の要領で所定のソケット
を取付けてください。
ボルトサイズとソケットの関係は８ページの「別売部品」の項をご参照くださ
い。
ソケットサイズは六角穴の二面巾寸法（Ｈ）で呼んでおります。

ご使用前に

１．使用電源を確かめる………

必ず銘板に表示してある電源でご使用ください。表示を超える電圧で使用す
るとモーターの回転数が異常に速くなり，機体が破壊する恐れがあります。
また，直流電源で使用しないでください。機体の損傷を生じるだけでなく，

事故の原因になります。

ご使用前に次のことを確認してください。１～５項については，さし込み
プラグを電源にさし込む前に確認してください。

警 告
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５．ソケットを取付ける………

ソケットにヒビ，ワレがないことを確認してください。ソケットが破損し，
けがの原因になります。
ピン，リングに変形，摩耗，ヒビがないことを確認し，必ず正規の位置に
セットしてください。確実でないとはずれたりし，けがの原因になります。

注 意

（１）ご使用になるソケットを選定します。
（２）本体先端部のアンビルの四角部にあ
る穴とソケットの穴の方向を合わせソ
ケットをさし込みます。

（３）ソケットの穴にピンを入れます。
（４）リングをソケットの溝に入れます。

図４－１

ソケット
アンビル

リングピン

図４－２

６．電源コンセントの点検………

さし込みプラグをさし込んだとき，ガタガタだったり，すぐ抜けるようでし
たら修理が必要です。お近くの電気工事店などにご相談ください。
そのままお使いになりますと過熱して事故の原因になります。

六角ソケット

溝
アンビル
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使 い 方
１．回転方向切替えスイッチの確認………

スイッチの上にある正逆スイッチ（図１参照）を「Ｒ」側に倒すと右回転し，
ボルトを締付けます。「Ｌ」側に倒すと左回転し，ボルトをゆるめます。

回転方向の切替えは必ずスイッチを切り，モーターの回転が止まって
から，正逆スイッチを操作してください。モーターの回転中に正逆ス
イッチを切替えますと故障の原因になります。

注

２．スイッチの操作………

スイッチ引金（図１参照）を引きますとスイッチが入り，モーターが回転し，
引金をはなすと切れ，回転が止まります。

３．ボルトの締付け・ゆるめ操作………

ご使用になるボルト，ナットのサイズにあったソケットをアンビルに取付け，
ナットにソケットをはめ込みます。
ボルトに対して本機をまっすぐにしてスイッチの引金を引いて数秒打撃を加

えます。

ボルトとナットにゆるみがありますと締付け時にナットと一緒にボル
トも回って締付けが出来ない場合があります。このようなときには一
度止めて，ナットを仮締めして作業してください。

注

締付け作業上の注意
１．使用電源の電圧を調べてください………

ご使用になる電源の電圧が銘板記載の電圧より低くなると締付けトルクも小
さくなります。
例えば１００Ｖ品を９０Ｖの電圧で使用すると，締付けトルクは急激に減少し
ます。継ぎコードを使用するときはコードの心線の太いものをできるだけ短く
して使用してください。電源電圧が低下している場合，長い継ぎコードを使っ
た場合などには昇圧器を使用してください。
電圧が低下した場合の締付けトルクの減少の一例を示しますと図５のように

なります。
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２．ボルトに合った締付け時間で………

ボルト，ナットの適正締付けトルクはボルトの材質やサイズ，等級などによ
って異なります。
小径のボルトを大きな締付けトルクで締めますとボルトが伸びたり切断する

恐れがあります。ボルトに合った締付け時間で適正締付けトルクを得てくださ
い。

３．本体の保持と押しつけ………

本体はサイドハンドルを付け両手で確実に保持してください。
この際本体はボルトに対してまっすぐになるようにしてください。
また本体は必要以上に押しつける必要はありません。反動を押さえる程度で

十分です。

４．締付けトルクの確認………

次に示すような要因により締付けトルクは低下することがあります。
従って，本作業の前に必ず何本か実際に締めて締付けトルクを確認してくだ

さい。

締付けトルクに影響する要因

（１）電　　圧
電圧が降下すると締付けトルクは低下します。（図５参照）

（２）締付け時間
締付け時間を長くすると締付けトルクも増加します。ただし長時間締め
てもある値以上は増加しません。（図５参照）

（３）ボルト径が異なる場合
図５に示すようにボルトの径が変わると締付けトルクも変わります。
一般に大きなボルト径ほど締付けトルクは高くなります。

図　５

１２００

１０秒８６４２０

２００

４００

６００

８００

１０００

締 付 け 時 間 締 付 け 時 間

締
付
け
ト
ル
ク

定格１００Ｖ

９０Ｖ

Ｍ２２×７０（Ｆ１０Ｔ）

１０秒８６４２０
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９０Ｖ

Ｍ２４×７０（Ｆ１０Ｔ）Ｎ・ｍｋｇｆ・ｍ
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２０

４０

６０

８０

１００
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８０

１００

０
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（４）締付け状態により
○同じボルトでも，トルク係数（ボルトの仕上がり状態により決まる係数，
ボルトメーカで表示），等級，長さによって締付けトルクは変化します。

○締付け物（鉄骨など）の座面仕上がり状態によっても締付けトルクは変化
します。

（５）別売部品の使用
エキステンションバーなどを使用すると若干締付けトルクが減少します。

（６）ソケットのガタ
○ソケットの六角部，四角部が摩耗してガタが大きくなると締付けトルク
が低下します。

○ボルトに合ったサイズのソケットを使用しないと締付けトルクは低下し
ます。８ページの表１により適切なソケットをご使用ください。

保守・点検

１．ソケットの点検………

ソケットの六角穴や四角穴が摩耗しますとガタが大きくなり，締付けトルク
が低下します。定期的にソケットを点検し，摩耗している場合は新品と交換し
てください。

２．各部取付けねじの点検………

各部取付けねじでゆるんでいるところがないかどうか定期的に点検してくだ
さい。もしゆるんでいるところがありましたら締直してください。
ゆるんだままお使いになりますと，けがなど事故の原因になります。

点検・手入れの際は，必ずスイッチを切り，さし込みプラグを電源から抜
いておいてください。

警 告
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３．カーボンブラシの点検………
モーター部には，消耗品であるカーボンブラシを使用しております。
カーボンブラシの摩耗が大きくなりますと，モーターが故障する原因となりま

すので，長さが摩耗限度（６mmぐらい）になりましたら新品と交換してください。
また，カーボンブラシはごみなどを取
除いてきれいにし，ブラシホルダ内で自
由にすべるようにしておいてください。

注 新品と交換の際は，必ず図示の
番号（３８）の日立カーボンブラ
シを使用してください。

図　６

摩耗限度

３８

カーボンブラシの番号

番号３８はコードNo.の下
２桁を示しております

６

１７mm

mm

交換方法 （部品名は図１参照）

４．モーター部の取扱いについて………

モーター部の巻線部分は本機の心臓部ともいえます。巻線部分にキズをつけ
たり，洗油や水をつけたりしないよう十分注意してください。

注 モーター内部にごみやほこりがたまると，故障の原因になります。
定期的に，モーターを無負荷運転させて，湿気のない空気をハウジン
グ後方の風穴から吹き込んでください。ごみやほこりの排出に効果が
あります。

キャップカバー部のねじをはずし，キャップカバー，キャップゴムの順序
で取りはずします。次にマイナスドライバーなどでブラシキャップをはずし
ますと，カーボンブラシが取出せます。取付けは取りはずしと逆に行います。
このときブラシキャップをよく締めてからキャップゴム，キャップカバーの
順序で取付けてください。

５．製品や付属品の保管………

使用しない製品や付属品の保管場所として，下記のような場所は避け，安全
で乾燥した場所に保管してください。

○お子様の手が届いたり，簡単に持ち出せる場所
○軒先など雨がかかったり，湿気のある場所
○温度が急変する場所
○直射日光の当たる場所
○引火や爆発の恐れがある揮発性物質の置いてある場所

このような場所
には保管しない。



ご修理のときは

※（外観などの一部を変更している場合があります。）

－１７－

この機体は，厳密な精度で製造されています。もし正常に作動しなくなった
場合は，決してご自分で修理をなさらないでお買い求めの販売店または日立工
機電動工具センターに依頼してください。
ご不明のときは，裏表紙の営業拠点にご相談ください。
その他，部品ご入用の場合や取扱い上でお困りの点がありましたら，ご遠慮

なくお問い合わせください。



メ モ

－１８－



２０３
部品コード　Ｃ９９０３５４０４　　Ｎ

お買い上げ日　　年　　月　　日 販売店

製造番号（Ｎｏ．） 電話番号

お客様メモ
お買い上げの際、販売店名・製品に表示されている製造番号（Ｎｏ．）などを下欄に
メモしておかれますと、修理を依頼されるとき便利です。

日立工機電動工具センターにご用命のときは、下記の営業拠点にお問い合わせ
ください。

全 国 営 業 拠 点

電動工具ご相談窓口 お買物相談などお気軽にお電話ください。

お客様相談センター 0120- 20 8822（無料）
※携帯電話からはご利用になれません。（土・日・祝日を除く　午前９：００～午後５：００）

電動工具ホームページ　　http://www.hitachi-koki.co.jp/powertools/

フリーダイヤル

営 業 本 部 〒１０８-６０２０ 東京都港区港南二丁目１５番１号（品川インターシティＡ棟）
TEL（０３）５７８３-０６２６（代）

北海道支店 〒００４-００５３ 札幌市厚別区厚別中央３条一丁目２番２０号
TEL（０１１）８９６-１７４０（代）

東 北 支 店 〒９８４-０００２ 仙台市若林区卸町東三丁目３番３６号
TEL（０２２）２８８-８６７６（代）

関 東 支 店 〒１０８-６０２０ 東京都港区港南二丁目１５番１号（品川インターシティＡ棟）
TEL（０３）５７８３-０６０８（代）

中 部 支 店 〒４５１-００５１ 名古屋市西区則武新町一丁目３２番１６号
TEL（０５２）５３３-０２３１（代）

北 陸 支 店 〒９２０-００５８ 金沢市示野中町一丁目１６３番
TEL（０７６）２６３-４３１１（代）

関 西 支 店 〒６６３-８２４３ 西宮市津門大箇町１０番２０号
TEL（０７９８）３７-２６６５（代）

中 国 支 店 〒７３０-０８２６ 広島市中区南吉島二丁目３番７号
TEL（０８２）５０４-８２８２（代）

四 国 支 店 〒７６０-００７８ 高松市今里町一丁目２８番１４号
TEL（０８７）８６３-６７６１（代）

九 州 支 店 〒８１３-００６２ 福岡市東区松島四丁目８番５号
TEL（０９２）６２１-５７７２（代）


